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　ボルネオ研修の９日間は想像していた以上に内容が濃く、充実した毎日を過ごすことが出来ました。毎日
の生活や活動の中で、はじめて見るもの、はじめて知ること、はじめて感じるものといった「はじめて」が
たくさんで、研修の初めから終わりまで何をするのも、何を見るのも新鮮でわくわくしました。
　研修を終えて、日本に帰ってきて感じたのは、日本は便利だなということでした。しかし、便利だから日
本人は幸せなのかと考えると、それはまた違うと思いました。日本と比べてはる
かに不便なボルネオには、日本以上にたくさんの人の笑顔と優しさがあったよう
に感じます。日本人に欠けているもの、日本人であるわたしたちが見習うべきこ
とがたくさんありました。これは、普通の観光旅行ではきっと気付けないことだ
と思います。想像以上に得るものが多い研修だったので、本当に参加してよかっ
たと思っています。後輩たちにも是非参加してもらいたいと思いました。

野生生物とのふれあい

　ボルネオ島は、世界的にも多様な生物が生きる熱帯
雨林が残っており、最も生物の多様性が高い地域の一
つです。研修中には、オランウータン、テングザル、
アマツバメ、サイチョウ、ウツボカズラなど、様々な
生物達と触れ合うことができました。

　マレーシア・サバ州（ボルネオ島）での 8 泊 9 日の海外研修も今年で 4 年目となります。現地のサバ大
学と連携による「環境教育・国際理解」をテーマにした研修もかなり定着してきました。このボルネオ研
修を通して、国際的な視点で環境問題を見る目が養われるとともに、英語運用能力・表現力を身に付けた
科学技術系人材の育成につなげたいと考えています。今年は生命科学コース・文理コース合わせて 16 名
の生徒が参加し、非常に内容が豊富で充実した研修をすることができました。今年の研修の様子や実施後
に行われたアンケート結果を紹介したいと思います。

豊富な自然体験

　ボルネオ研修では、その豊富な自然を活かした体験学習を数多く取り入れています。マングローブ林の復旧
作業、リバークルーズでの野鳥や猿やワニの観察、キャノピーウォークなど熱帯雨林内の散策、シュノーケル
での海洋生物の観察、世界遺産であるキナバル山、自然林を伐採してつくられたアブラヤシのプランテーショ
ン、ツバメの巣でも有名なゴマントン洞窟、口の中に広がる果物の女王マンゴスチンの味など、ボルネオ島に
実際に行かないと体験できない内容ばかりでした。

マレーシア国立サバ大学との連携

　本校のボルネオ海外研修は、サバ大学の熱帯生物保全研究所（Institute for Tropical Biology & Conse
rvation　略称ＩＴＢＣ）と連携した「Global Generation Programme」として実施しています。研修で
は、大学の先生方に全日程を同行して頂きました。大学での講義では、サバ大学の紹介、ボルネオ島の多様な
生物についての説明などがあり、異なる自然環
境や文化について学ぶことができました。また、
一方的に話を聞くだけでなく、現地の高校生（
Maktab Nasional）との交流や、本校の紹介
を英語でプレゼンテーションする機会もあり、
世界共通語である英語の必要性を改めて学ぶこ
とができました。
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